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◆
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5 カイゴのチカラ

社会福祉法人六親会理事長
湯川智美

巻頭言

湯川智美 Yukawa Satomi 
病院勤務にて医療ソーシャルワーカー（MSW）、医事科
長、有床診療所事務長を経て、1994年、社会福祉法人
六親会設立（現理事長）。2018年、公益社団法人高齢
者福祉事業支援協会設立（理事）。淑徳大学総合福祉学部・
総合福祉研究科兼任講師、日本医科大学看護専門学校非
常勤講師を務める。その他、千葉県社会福祉法人経営者
協議会会長などに就任。

5

　外国人介護人材受入れの仕組みについては4

制度があり、経済連携協定であるEPAに加え、

一つ目が「技能実習法」で、人材育成を通じた

開発途上地域等への技能等の移転による国際協

力の推進を図ることを目的として施行された。

介護における技能実習制度に関しては、本体制

度見直しで、厚生労働省は介護固有の要件に、

質の担保など、介護サービスの特性に基づく要

請に対応できるよう具体的な制度設計を進め、

技能実習制度の対象職種へ介護職種の追加が行

われた。二つ目が在留資格「介護」の創設で、

専門的・技術的分野の外国人の積極的受入れと

留学生の活躍支援という観点から、介護の分野

においても、我が国の介護福祉士の資格を有す

る外国人を対象とする「介護」という名称の在

留資格を設けた。さらに三つ目として「特定技

能1号、2号」の創設により、国内で人材を確

保することが困難な状況にある産業分野におい

て、一定の専門性や技術を有する外国人を受入

れることができる、つまり労働力となる人材を

確保できることを目的としたものである。

　国は、一つ目の技能実習制度の抜本的な見直

しのため、外国人材の受入れ・共生に関する関

係閣僚会議の下に「技能実習制度及び特定技能

制度の在り方に関する有識者会議」を設置し、

①外国人の人権保護、②外国人のキャリアアッ

プ、③安全安心・共生社会を見直しに当たって

の3つの視点をもって最終報告書が取りまとめ

られた。具体的には技能実習制度を廃止し育成

就労制度とすること、転籍制限を緩和すること

や監理団体の適正化などである。

　本特集においては、留学生として来日し、現

在在留資格「介護」で就労している方の状況や

介護福祉士養成施設、相談支援体制、また技能

実習生、特定技能1号の実態と支援を行う監理

団体や登録支援機関や送り出し機関、受入れ機

関である施設などの状況を踏まえ、介護分野に

おける外国人材の受入れ環境や取組などの課題

や今後の展望について考察を行う。

介護人材

外国人介護人材に関わる制度動向について
深掘りした動画をYouTubeで配信しています！
公益財団法人社会福祉振興・試験センター公式チャンネル
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私
と
日
本
の
出
会
い

　

は
じ
め
に
、
な
ぜ
私
が
日
本
に
来
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
し
た
い
。

　

私
に
は
目
立
っ
た
点
が
全
く
な
く
、
勉

強
も
苦
手
で
、
私
は
自
分
の
こ
と
を
自
尊

心
が
低
い
女
の
子
だ
と
思
っ
て
い
た
。
高

校
卒
業
試
験
日
の
１
か
月
前
に
偶
然
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
日
本
の
「
千
葉
県
留

学
生
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
紹
介
ペ
ー
ジ

を
見
つ
け
た
。
最
初
は
美
し
い
桜
だ
け
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
が
、
国
・
県
及
び
施

設
の
支
援
を
得
ら
れ
、
働
き
な
が
ら
介
護

福
祉
士
養
成
施
設
で
の
留
学
が
で
き
る
こ

と
、
日
本
に
お
い
て
介
護
の
知
識
や
技
術

を
習
得
し
、
い
ず
れ
は
母
国
に
お
い
て
も

貢
献
で
き
る
な
ど
、
自
分
自
身
が
成
長
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
そ
し
て

自
分
自
身
が
成
長
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両

親
に
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
目

グ
ェ
ン・ティ・ラ
ン N

G
U

YEN
 TH

I LA
N

PART

1
F

E
A

T
U

R
E

日
本
は
私
の
人
生
を
変
え
た

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
への
留
学
、

卒
業
、そ
し
て
介
護
福
祉
士
国
家
資
格

取
得
後
の
就
労
を
経
て
得
た
も
の

株
式
会
社
め
い
と
ケ
ア
　

介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
め
い
と
北
小
金

介
護
福
祉
士

江
戸
川
学
園
お
お
た
か
の
森
専
門
学
校
卒
業
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既
婚
・
他
市
在
住
・
娘
が
一
人
。

両
親
と
3
人
暮
ら
し
。
父
親
は
定
年
退
職

後
駐
輪
場
の
管
理
を
週
3
日
・
朝
夕
行
っ

て
い
る
。
A
さ
ん
の
生
活
費
は
本
人
の
障

害
年
金
内
を
希
望
。
母
親
は
家
事
と
A
さ

ん
の
介
護
を
担
っ
て
い
る
。
A
さ
ん
は
、
頼

事
例
の
概
要

A
さ
ん
…
…
男
性
・
40
歳
代
前
半
・
在
宅

生
活

現
在
の
傷
病
名
…
…
双
極
性
障
害
、
糖
尿

病
神
経
障
害
、
脊
髄
硬
膜
外
膿
瘍

要
介
護
度
・
自
立
度
・
A
D
L
／
I
A
D
L

…
…
要
介
護
5
、
障
害
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
B
2
、
認
知
症
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
自
立
、
A
D
L
：
食
事
は
自

立
、
排
泄
は
導
尿
、
便
は
オ
ム
ツ
、
着
脱

は
上
衣
一
部
介
助
、そ
れ
以
外
は
全
介
助
、

座
位
保
持
は
可
能

家
族
状
況
・
関
係
…
…
父
：
60
歳
代
後
半
。

母
：
60
歳
代
後
半
。
姉
：
40
歳
代
半
ば
・

課
題
解
決

の
た
め
の

事
例
検
討

C
a
s
e
S
t
u
d
y

こ
ん
な
時
、
他
の
施
設
で
は
ど
う
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
?
　
課
題
に
対
し
て
ど
う
い
う

ケ
ア
を
展
開
し
て
い
る
の
か
?
　
本
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
も
含
め
た
事

例
を
現
場
か
ら
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

事
例
提
供

  

社
会
福
祉
法
人
生
活
ク
ラ
ブ

  

教
育
研
修
室

母父

姉 本人

外
部
事
業
所
の
ケ
アマ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
不
足
が
原
因
で
、

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
結
果
を
生
か
せ
な
かった
事
例
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L FE
高齢者介護における

実践・活用の
意義と課題

VOL.5介
護
保
険
制
度
改
正
と
L
I
F
E

　
L
I
F
E
（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ
ム
）
は
介
護
保
険
法

に
規
定
さ
れ
た
公
的
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
そ
の
第
8

次
改
正
法
（
＊
1
）
が
令
和
6
（
2
0
2
4
）
年
度
以
降
に
施
行

さ
れ
る
。
今
回
の
改
正
に
お
い
て
も
L
I
F
E
は
重
要
視
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
高
齢
者
介
護
シ
ス
テ
ム
（
あ
る
い
は
医
療

シ
ス
テ
ム
）
の
発
展
に
あ
た
っ
て
「
鍵
」
を
握
る
も
の
の
一

つ
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
今
回
の
改
正
点
の
一
つ
に
「
介
護
情
報
基
盤
の

整
備
」（
図
1
）
と
い
う
新
規
施
策
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

中
で
L
I
F
E
の
新
た
な
機
能
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る

（
こ
の
施
行
は
「
改
正
法
の
公
布
後
4
年
以
内
の
政
令
で
定
め

る
日
」
と
規
定
さ
れ
、
令
和
9
年
度
前
後
に
開
始
さ
れ
る
こ

東
洋
大
学
福
祉
社
会
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授 

高
野
龍
昭TA

K
A

N
O

 Tatsuaki

令
和
6
年
度
介
護
保
険
制
度

改
正
の
動
向
か
ら
考
え
る

L
I
F
E
の
未
来

出典◆厚生労働省『社会保障審議会介護保険部会（第107回・令和5年7月10日開催）参考資料1-2』

最終回
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へ
の
傾
向
が
強
く
、
食
べ
こ
ぼ
し
も
多
い

と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ま

で
使
用
し
て
い
た
標
準
型
の
車
椅
子
か
ら

調
節
の
可
能
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
の
車
椅
子

に
変
更
し
た
。

■
1
回
目
の
変
更

①
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
変
更

②
フ
ッ
ト
レ
ス
ト
の
高
さ
調
節

　

①
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
は
ウ
レ
タ
ン
製

の
標
準
的
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
が
、
テ

ト
ラ
型
の
細
か
い
包
み
が
入
っ
た
ク
ッ
シ
ョ

ン
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
座
面
が
安
定
し

傾
き
が
減
少
し
た
。
②
に
つ
い
て
は
足
の

長
さ
と
の
適
合
性
に
明
ら
か
な
ギ
ャ
ッ
プ

が
見
ら
れ
た
。
調
節
す
る
こ
と
で
さ
ら
に

座
位
で
の
安
定
性
が
増
し
た
。

■
2
回
目
の
変
更

①
車
椅
子
の
背
張
り
調
節

②
ア
ー
ム
レ
ス
ト
の
高
さ
調
節

　

①
に
つ
い
て
は
脊
柱
の
湾
曲
に
対
し
て

　

介
護
老
人
保
健
施
設
池
袋
え
び
す
の
郷

は
豊
島
区
池
袋
本
町
に
あ
る
介
護
施
設
で

あ
る
。
当
施
設
の
特
徴
は
「
口
か
ら
美
味

し
く
」
の
理
念
の
基
で
摂
食
・
嚥
下
・
口

腔
ケ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
理
念
の
実
現
に
向
け
て
施
設
で
は
、

①
口
腔
ケ
ア
委
員
会
（
月
1
回
）、②
ミ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
（
月
3
回
）、③
研
修
会
（
年

1
回
）
を
行
っ
て
い
る
。

　

私
は
作
業
療
法
士
と
し
て
食
事
の
と
き

の
姿
勢
を
中
心
に
評
価
、
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
い
る
。そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が「
シ
ー

テ
ィ
ン
グ
」で
あ
る
。先
ほ
ど
述
べ
た
ミ
ー

ル
ラ
ウ
ン
ド
で
介
護
職
員
か
ら
の
情
報
や

自
ら
の
知
見
で
車
椅
子
の
調
節
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
に
随
時
行
っ
て
い
る
。
車

椅
子
の
調
節
、
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
重
要
な

要
素
で
作
業
療
法
士
と
し
て
の
大
き
な
武

器
に
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
私
が
紹
介
し
た
い
の
は
A
さ
ん

の
ケ
ー
ス
。

　

ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
体
幹
の
傾
き
が
右

護 と介

医療法人社団日成会 介護老人保健施設池袋えびすの郷
作業療法士 Tsurumi Arao 鶴見新生

6
「口から美味しく」の理念実現に向けて

第　　　回


